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沖縄市社会福祉協議会では、「島マス塾」

という学習塾を開いている。沖縄の全域か

ら若者たちが馳せ参じ、島マスの福祉の仕

事を通して、沖縄の福祉の歩みと現状と課

題を知り、これを“わが誇りと使命”とし

て引きついで行こうと真剣に学んでいる。 

 島マスは、戦後沖縄の福祉とともに歩ん

できた。敗戦の痛手と基地の矛盾の集中す

る沖縄にあって、身を挺して福祉の芽を育

て、組織をつくり後継者を養成してきた。

島マスの戦後史は、まさしく戦後沖縄の福

祉の歴史を象徴している。 

 島マスの福祉の心は、貧困のなかで培わ

れた。美里間切伊波村（石川市伊波）の小

作人の末っ子に生まれ、苦学をして 1915 年

に女子師範学校に進んだ。師範学校は官費

の学校だが、全寮制であったから月に一円

の舎費（寄宿舎の費用）は自己負担であっ
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た。姉が、アダン葉帽子を編んで、その工

賃で舎費を仕送りしたが、それも滞りがち

であった。舎費を滞納すると退学処分にな

るのが例であった。マスは、この苦境をど

のように切りぬけたか、次のように述懐し

ている。「私はよく病気になりました。布団

を頭からかぶって寝て一歩も出ないのです。

舎費を納められないのですから、舎監の目

をのがれるには病気になるしかなかったの

です。二日も寝ていたら、舎監が校医をつ

れてきました。『あたまが痛いだけですから、

お医者さんは結構です』と、ことわったの

ですが、舎監は心配になったのでしょう。

私を診察した校医は、『この子は熱もないの

だがな』と首をかしげています。この校医

というのが、沖縄の結核予防と治療に力を

つくした金城清松医師で、すいも甘いも、

かみわけた人物でした」。島マスは、金城清

松医師の志を生涯忘れることがなかった。

1919年に師範学校を卒業して恩納村の山田

尋常小学校に赴任し、二年後に母校の伊波

の学校に移り、この年に島有剛と結婚した。

その結婚式が例のないやりかただったとい

う。「父の希望で、姉のカマドと私は、同じ

日に結婚式をあげることになりました。物

入りの結婚式を二度も続けてやることはで

きない、というのが父の言い分です。結婚

の日、まず姉が挨拶をして嫁いでいきまし

た。さすがの父も涙をおとしました。これ

を見ていた親戚の者が『お父さん！姉と妹

いっしょでよかったね。二回泣くところを

一回ですんで・・・』と、からかっていま

した」。＜貧乏神とのつきあい方＞が、実に

たくみであったことがわかる。後年、島マ

スは貧窮にあえぐ若者を、こんなふうに励

ましたものである。「貧乏人は四つの季節し

か苦労しない。春、夏、秋、冬である。貧

乏は恥ではない。しかし、名誉と思うな。

金銭は無慈悲な主人だが、有益な召使にも

なる」と。このユーモアの精神は、したた

かである。相手を励まし勇気をあたえ、か

つ自らもはげましたのである。また、「何も

打つ手がないとき、一つだけ打つ手がある。

それは勇気を持つことである」といって、

笑いのなかで不屈の精神を訴えていた。な

んだ、それは旧約聖書の言葉ではないかと

苦笑する若者もいるが、島マスの場合は生

活を通して体得した実感を淡々と述べただ

けである。上昇志向ではなく、貧しい者と

共に歩む姿勢を指摘したのであろう。 

 大正末期から昭和初期は、ソテツ地獄と

いわれた不況と恐慌の時代であった。小学

校を終えたばかりの十二、三歳の女の子た

ちが、紡績へ出稼ぎに出て行く姿に心を痛

めた。港で娘を見送る母親たちは、「モウキ

ティクーヨー、手紙ヤ後カラ銭カラドゥ先

ドー（もうけておいで、手紙は後でよい、

銭が先だよ）」と言ったという。女教師は、

婦人会活動の指導者でもあった。島マスは、

卒業したての二〇歳で恩納村婦人会長にな

った。村婦人会は、出征軍人の見送り、戦

死者の葬儀への参列、軍人遺家族の慰問な

ど、忠君愛国の精神をうえつける役割をに

なった。また、消費節約、風俗改良、冠婚

葬祭の簡素化、衛生、火災防止などの運動

の指導にもあたった。 

 島マスは伊波の学校から越来へ、さらに

中城村の喜舎場の学校へと転勤し、この間

に、五男三女の八人の子どもを生み育てて

きた。「生めよ増やせよ」と国策でうたいな

がら、育児休暇などというものはなかった。

働く女性は、「乳役兼用無角牛」といって、

乳牛と役牛を兼ねたようなもので、牛との

違いは角（つの）がないだけだというので

あった。時代は激しく動き、十五年戦争の

まっただなかにあり、婦人会の組織も国防

婦人会、大日本婦人会と、戦時体制に組み

込まれていった。必勝貯蓄奨励、衣料切符

献納、廃品回収、国防訓練、勤労報国隊へ

の参加など、地域の婦人会のリーダーとし



て、否応もなく銃後のまもりの先頭に立た

された。島マスは、この時代をふりかえっ

て、「文字通り、イナグヤ イクサヌ サチ

バイ（女は戦さの先駆け）でした。この言

葉の本当の意味は、生活をまもる女性のね

ばり強い働きをたたえるものであって、む

しろ＜女は平和の先駆け＞というふうに私

は考えるのですが、当時はなんでもかんで

も戦争のスローガンにしてしまったのだと

思います」と語っている。 

 島マスは、沖縄戦で二人の愛児を亡くし

ている。次女の邦子は一高女を卒業したば

かりであったが、北飛行場建設の軍に事務

員として徴用され、十・十空襲で十八歳の

若い命を落とした。石部隊（六二師団）に

入隊した長男の正隆を、天久の駐屯地に面

会に行ったのが昭和 20 年の１月、再び会う

ことはなかった。いつ、どこで戦死したの

かわからない。「私は、この悲しみを語った

ことがありません。語ることができません。

沖縄戦が終わって三三年たったときに、各

地で三三回忌の供養が行われました。沖縄

では三三回忌というのは、死者が共同体の

守り神となるというので『ウワイスーコー』

といって最終年忌であるわけです。しかし、

沖縄戦の死者にかぎって『弔い上げ』はな

いと思います。子が親の三三回忌をやると

いうのなら分かります。どうして、親が子

の三三回忌をやらなければならないのです

か。納得できません」。＜行きしままとなり

はてしかどわが胸に帰りきまさぬ一日とて

なし＞という母親の心情は、語りつくせる

ものではないだろう。 

 沖縄戦のとき、島マス一家は羽地村に疎

開した。北部戦線の戦火をさけて、ウフシ

ッタイ（大湿帯）へ避難し、飢えとマラリ

アにおののきながら、山を越えて旧久志村

の三原まで逃れてきた。避難民も地元民も、

おしなべて食糧難のとき、島マス一家は地

元の人々の助けによって無事に終戦を迎え

ることができた。島マスは、このときの気

持ちを、「神に感謝する」という言い方であ

らわしている。1945 年７月、山の中から瀬

嵩に収容され、翌年の１月に石川に移動し

た。石川では、マスは大洋初等学校（宇座

篤信校長）に勤め、夫の有剛は諮詢会の工

務課で働き、戦後の生活がはじまった。1947

年８月になって、越来村に越来村の城間盛

善村長から「越来に来て婦人会長になって

ほしい」という伝言があり、一家は越来村

に移ることになった。越来村は、すでに基

地の街になっていて、米軍キャンプの周囲

に住民居住地域ができていた。キャンプ・

コザと呼ばれていた収容地区はどんどん広

がっていき、1945 年９月には「胡差市」と

なり、翌年４月には、もとの越来村にもど

り、のちに住民がさらに増えて 1956 年７月

には再び「コザ市」となるのである。島マ

スは、戦災母子世帯の救済を何よりも優先

しなければならないと思っていた。教師を

続けるか、婦人会長になるか、あれこれ悩

んだが、30 年間の教師生活をやめる決断を

して越来村へ引っ越したのである。婦人会

活動は、まず売春防止を訴え、母子世帯の

救済と青少年の健全育成に力をつくすこと

にした。島マスは、越来村駐在の厚生員に

なった。これは米軍の指示であった。 

 戦災婦人や孤児や身寄りのない老人を救

済するために、軍から救済物資が支給され

ていたが、救済を必要とする者の調査、救

済基準や手続きなど、厚生員には煩雑な仕

事があった。社会調査や社会診断を適切に

やらせようとしたのである。厚生員は、戦

前戦後を通じて初めての有給社会事業職員

であり、のちの社会福祉主事の制度に発展

していくのである。米軍からの放出物資の

ほかに、救援物資として、ララ（アジア救

済連盟）から送られてくるもの、在米移民

たちから送られてくる沖縄救援物資などが

あった。医薬品、ビタミン、学用品、書籍、



玩具、靴、衣料、ミシン、漁具、山羊、豚、

豚疫予防ワクチンなど多様であった。これ

らの救援物資は貧困者、孤児院、学校をは

じめ、一般にも配られた。救援物資が公正

に配られていないという苦情があり、厚生

員は救済家庭を調査し記録することを義務

づけられていた。島マスは「救済家庭」の

調査とともに、「戦災母子世帯」の調査に精

力をそそいだ。幼児と年寄りをかかえた婦

人たちの姿は無残であった。米兵相手の売

春が日常化していた。幼児を置いて「夜の

働き」に出た家庭を訪ねては、島マスは悲

痛な思いをした。＜いくさ世どでむぬ誰ゆ

恨みゆが生し子むい育て肝に染みり＞と琉

歌を書いて置いてきたこともあるという。 

 米兵が民家に入りこんで、女性に乱暴し

たという話は毎日のように伝えられた。人

びとは自衛手段として、鐘を打ちならして

身をまもった。この鐘は、米軍の火炎放射

器の酸素ボンベや砲弾のヤッキョウであっ

た。米兵は、この鐘で追いはらわれた。「誰

がために鐘は鳴る」である。このような環

境であるから、米兵相手に売春をする女性

もふえた。戦災母子世帯の女性たちだけと

思われがちだが、実態は必ずしも戦災未亡

人たちだけではなく若い独身女性も多かっ

たという。沖縄の社会が大きく頽廃してい

くさまが、島マスにはたえられなかった。

「売春をやめろ」ということは簡単だが、

この人たちに本当に自立できる仕事を与え

てやるのが先決だと島マスは考えた。この

ために、八方に手をつくしてミシンや編み

機を購入し、これらの婦人たちに転業をす

すめたが、現実は安易な方向へ流れていっ

た。特飲街の設置がその代表的な事例であ

る。人権擁護、女性解放の立場から、特飲

街の設置にまじめに反対する人びとは冷笑

され、警察署長でさえ、「青少年の墜落・住

民の危難防止の方策として、散在する売春

婦を集め社会の安寧を保持する防壁たらし

めよ」と演説したのである。島マスは「米

軍の占領支配という現実が、私たちを押し

つぶしていったのです。特飲街の設置を阻

止できなかったことは、いつまでも心に残

る悔いであります」と述べている。 

 1950 年代の初期、青少年の非行問題は深

刻であった。基地周辺の子どもたちは、家

庭でも学校でもほったらかしにされて街を

うろつき、米軍基地に入って盗みを働くこ

となど平気だった。食糧を求めて犯罪には

しるケースが多く、女の子は基地周辺の飲

食店やバーに出入りして転落していく場合

が多かった。とくに、少女たちの売春につ

いては、心ない大人たちが少女たちを品物

扱いしていた実態があった。島マスは無念

であり怒りをおぼえた。米軍は 1947 年３月

に、「婦女子の性的奴隷制の禁止」という布

告を出しているが、こんな布告など誰も問

題にもしなかった。 

 米軍基地に入って窃盗の疑いで捕まった

子どもたちは、軍裁判にかけられ、刑務所

へ送られた。米軍は、これらの少年たちを

犯罪者として裁くことだけを考え、少年を

保護し指導するという確認を持っていなか

った。児童福祉法や少年法もない混乱の時

代であった。青少年の人権と将来を守るた

めに、島マスは厚生員として素手で軍裁判

に立ち向かった。 

 島マスはコザの軍裁判に立ち合うために

コザ警察署に常駐し、特別弁護人として「ア

タマをフル回転させて」子どもたちの置か

れている苦境を訴えた。軍裁判から釈放さ

れた子どもたちは、行くあてのない者が多

かった。子どもたちを収容する施設はなか

った。島マスは、この子どもたちを自分の

家庭に引き取って面倒みた。「心の痛み」に

たえかねて、そうするしかなかった。島マ

スの家族と周囲の人びとの悪戦苦闘が、こ

こから始まった。「私は、夫や自分の子ども

たちにも、甥や姪たちにも、児童福祉に心



を寄せてくれた若い人たちにも、多大の犠

牲をはらわすことになりました。みんな、

チムグリサン（心が痛む）の精神で、児童

福祉のために持てる力を発揮してくれたの

でした」と、語っている。マス夫婦は、問

題の児童たちを保護収容する施設として、

一時保護所をつくることにした。土地を無

償で提供してくれた中根光男さん、大宜味

村塩屋から資材を運んで提供してくれた塩

屋の人たち、マスの子どもたちも建築資金

を貯金して提供し保護所の整地作業もひき

うけてくれた。島マスは、わが子たちの励

ましに感謝するとともに、この子たちの献

身が周囲の人びとの心をも動かしてくれた

のだと、二重の喜びにひたった。 

 児童保護所の建物はできても、衣類や食

糧の確保、生活指導・学習など難題があっ

た。人びとの助言と知恵によって、施設は

「沖縄群島社会福祉協議会委託胡差児童保

護所」として発足し、1952 年 11 月 25 日に

開所式をおこなった。これより先、島マス

は沖縄民政府職員に任命がえとなり、身分

は「社会事業課事務官補」となっていた。

1951 年３月には、沖縄群島政府から「児童

福祉司」の資格を与えられ、琉球政府発足

とともに、「社会福祉司」（のちの社会福祉

主事）の資格を与えられていた。 

 胡差児童保護所は、児童保護の法も整備

されていない時代に、民間人の独自の力で

施設をつくり運営してきたものであること

を記録にとどめておく必要がある。みずか

ら耕し、タネをまき、収穫するという苦難

の時代であった。 

 首里に厚生園ができ、沖縄職業学校（い

まの沖縄実務学園）ができても、女子の教

護施設はなかった。胡差児童保護所は、単

なる一時保育所ではなく、女子教護院の役

割をも負わなければならなかった。島マス

は、現状を詳細に記録して琉球政府へ運営

費の補助を訴えたが、要領を得なかった。

「役人の口ぐせの＜善処する＞とか＜前向

きに検討する＞ということばは、あまりあ

てにはなりません。しばらく待ってくれと

言われても、目の前の事態は深刻になるば

かりです」と、状況を語っている。島マス

夫婦は、親戚や友人知人の助けを得て、女

子教護施設「コザ女子ホーム」を完成させ

た。これには、地域の人びとの協力が大き

かった。青年会の中根章さんをはじめ、商

店街の人たちの支援は、その後の施設の運

営に多大の力となった。女子ホームは、1954

年３月になってはじめて、琉球政府の責任

で専任職員一人を配置することになり、島

マスは女子ホームの専任職員となった。 

 このように、島マスは家族ぐるみで福祉

の基礎をつくり、法の整備を訴え、若い世

代をきたえてきた。1957 年からは、中部地

区社会福祉協議会の事務局長として、市町

村社会福祉協議会の育成に全力をそそいで

きた。なかでも、中部地区社会福祉事業研

究を組織し、福祉の担い手を養成してきた

ことは特筆される。調査活動と研究討議を

重視し、地域福祉の結束をかため、共通の

認識を高めてきた。島マスは、若い福祉の

仲間にむかって、つねづね「情熱と誠実さ

に加えて、科学的な調査と理論と冷静さも

必要だよ」と語り、そして「常に現場への

思い」を強調していた。「私は、強引とか、

ヤナハーメーグァーなどと、いろいろ言わ

れてきましたが、若い皆さんからニックネ

ームをつけられるのは、むしろ誇りに思っ

ています」と、シママースの面目躍如であ

る。 

 

 

 この文は、安仁屋政昭氏が平成 6 年 11 月 28

日から 12月 1日までの 4日間、琉球新報に「近

代沖縄を生きた女性たち」というテーマのシ

リーズ連載に掲載したものです。 


